


　

二
〇
一
九
年
の
名
古
屋
の
古
川
美
術
館
で
石
川
九
楊

の
書
を
は
じ
め
て
目
に
し
て
、ふ
し
ぎ
な
衝
撃
を
受
け

た
。そ
れ
ら
が
書
、言
葉
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

の
も
確
か
に
意
外
だ
っ
た
け
れ
ど
、全
体
を
見
終
え
た

あ
と
に
残
っ
た
印
象
が
消
え
な
い
し
み
の
よ
う
に
記
憶

に
く
い
こ
ん
で
く
る
感
じ
に
胸
を
つ
か
れ
た
。

　

名
古
屋
画
廊
の
中
山
真
一
氏
の
紹
介
で
東
京
で
お
会

い
し
た
の
が
そ
の
一
年
後
。そ
の
折
に
い
た
だ
い
た
新

著『
河
東
碧
悟
桐―

表
現
の
永
続
革
命
』に
ま
た
痛
打
さ

れ
た
。正
岡
子
規
と
の
出
会
い
と
い
う
原
点
を
生
き
る

た
め
俳
句
の
表
現
を
更
新
し
つ
づ
け
た
河
東
の
人
生
が

そ
の
書
と
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
い
う
事
実
を
差
し
だ
さ
れ

て
、足
許
が
揺
れ
、自
分
の
書
く
字（
書
）が
変
わ
っ
て
し

ま
う
と
い
う
体
験
を
し
た
。

　

翌
春
、砂
丘
館
を
直
接
見
て
も
ら
い
、ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
蔵
）に
二
〇
〇
〇
年
代
の
自
身
の
言
葉
を
書
い
た
作
品

に
李
賀
の
詩
を
加
え
展
示
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
の
が

秋
だ
っ
た
。そ
の
間
膨
大
な
著
書
か
ら
一
冊
、一
冊
と
読

ん
で
い
た
。多
く
を
読
め
な
か
っ
た
の
は
、書
に
つ
い
て

の
私
の
基
礎
教
養
の
不
足
に
加
え
、そ
こ
に
埋
ま
っ
て

い
る
剣
に
絶
え
ず
切
ら
れ
な
が
ら
の
読
書
だ
っ
た
か
ら

だ
。夢
で
男
に
追
わ
れ
銃
で
撃
た
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、

男
は
石
川
だ
と
思
っ
た
。

　

最
新
著『
思
想
を
よ
む
、人
を
よ
む
、時
代
を
よ
む
。書

ほ
ど
や
さ
し
い
も
の
は
な
い
』を
読
ん
で
ほ
ど
な
く
、新

潟
の
あ
る
旧
家
の
書
架
に
あ
っ
た
と
い
う
石
川
の
ぶ
厚

い
作
品
集
を
知
人
が
届
け
て
く
れ
た
。一
九
八
七
年
刊

行
の
そ
の
本
の
巻
末
に
は
吉
本
隆
明
、八
木
俊
樹
の
石

川
論
と
石
川
自
身
の
書
論
の
一
〇
一
の「
断
章
」が
載
っ

て
い
る
。「
芸
術
は
何
よ
り
も
政
治
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。政
治
が
本
来
芸
術
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、あ
る
い
は
政
治
が
芸
術
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
対
し
て
、現
在
で
は
、芸
術
が
政
治
に
従
属
し
て

い
る
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
が
あ
る
以
上
、ま
し
て
な

お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
」「
国
家
＝
政
治
に
衝
突
す
る
こ

と
の
な
い
芸
術
は
真
の
芸
術
で
は
な
い
」「
私
は
思
う
、

現
在
、書
に
か
か
わ
る
者
は
、将
に
書
に
か
か
わ
る
こ
と

を
耻
辱
と
し
、そ
の
耻
辱
を
拠
所
と
し
て
、そ
れ
を
克
服

す
る
方
向
を
追
求
し
つ
つ
、書
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、と
」な
ど
の
少
し
あ
と
に「
伝
統
芸
術
の
運
動
と
は
、

前
近
代
へ
の
回
帰
的
陰
謀
を
乗
り
越
え
る
闘
い
で
あ
る

と
同
時
に
、近
代
化
を
乗
り
越
え
る
闘
い
で
も
あ
る
、い

わ
ば
、永
続
革
命
な
の
だ
」が
あ
っ
た
。一
九
七
〇
年
の

こ
の
言
葉
が
半
世
紀
後
、河
東
碧
梧
桐
伝
の
副
題
と

な
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
、二
五
歳
の
石
川
が
自

ら
を
打
ち
込
ん
だ
そ
の
位
置
に
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
河
東
と
い
う
も
う
一
人
の
自
分
に
会
え
た
の
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
た
。

　

そ
の
瞬
間
、浮
か
ん
だ
の
が
受
苦
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。古
川
美
術
館
の
消
え
な
い
印
象
は
、受
苦
だ
っ
た
の

だ
。新
潟
と
い
う
東
京
文
化
の
植
民
地
に
住
処
を
決
め

て
、そ
の
町
が
崩
壊
す
る
に
ま
か
せ
て
き
た
古
い
木
造

の
家
で
今
の
表
現
を
紹
介
す
る
こ
と
を
続
け
て
き
た
私

の
受
苦
が
あ
の
と
き
石
川
の
書
に
照
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

古
川
美
術
館
の
あ
と
に
見
た
爲
三
郎
記
念
館（
一
九

三
四
年
建
築
の
古
川
爲
三
郎
の
数
寄
屋
造
り
の
旧
宅
）

で
の
展
示
で
は
、石
川
の
違
う
面
を
体
験
し
た
。書
は
音

楽
と
同
じ
時
間
芸
術
だ
と
石
川
は
書
い
て
い
る
。眺
め
、

な
か
に
入
り
、部
屋
を
め
ぐ
り
、そ
こ
に
佇
む
こ
と
の
で

き
る
家
＝
建
築
も
そ
う
だ
ろ
う
。八
五
年
前
の
木
の
家

で
見
た
石
川
の
書
は
楽
し
か
っ
た
。古
今
の
さ
ま
ざ
ま

な
書
の「
十
」か
ら
人
を
、時
代
を
読
ん
で
い
く
石
川
の

言
葉
に
、生
ま
れ
な
が
ら
の
書
を
読
む（
聴
く
）こ
と
好

き
を
感
じ
る
。碧
梧
桐
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
こ
の
好
・

愉
の
感
情
こ
そ
が
言
葉
を
書
く
と
い
う
受
苦
の
場
所
に

石
川
を
不
動
た
ら
し
め
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
の
書
は
一
部
を
の
ぞ
き
、現
代
を
撃

ち
、斬
る
石
川
自
身
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。日
本
語

の
一
源
流
で
あ
る
中
国
の
文
字
・
書
は
誕
生
時
か
ら
政

治
と
不
可
分
だ
っ
た（
あ
る
い
は
政
治
そ
の
も
の
だ
っ

た
）し
、書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
人
々
の
多
く
は
中
国
で

も
日
本
で
も
時
代
と
切
り
む
す
ぶ
人
生
を
生
き
た
こ
と

を
石
川
の
著
書
に
改
め
て
教
え
ら
れ
た
。歴
史
に
置
い

て
み
る
な
ら
ま
っ
と
う
な
書
で
あ
る
。古
い
書
と
同
じ

よ
う
に
同
時
代
の
こ
の
書
も
や
は
り
読
め
な
い――

と

思
い
な
が
ら
ふ
し
ぎ
な
ざ
わ
め
き
に
揺
れ
る
線
の
森
に

目
を
沈
め
る
と
ふ
っ
と
言
葉
が
見
え
る
、聞
こ
え
る
、と

い
う
は
じ
め
て
の
経
験
に
愉
し
い
興
奮
を
感
じ
た
。書

は
お
も
し
ろ
い
。

　

二
〇
一
〇
年
代
以
降
石
川
は
新
潟
の
酒
、八
海
山
の

ラ
ベ
ル
の
書
を
書
い
て
い
る
。ど
れ
も
魅
力
的
だ
が
、こ

と
に
浩
和
蔵
仕
込
み
純
米
大
吟
醸
の
八
海
山
は
、そ
び

え
た
つ
山
か
ら
濃
い
酒
が
滴
っ
て
く
る
よ
う
だ
。傑
作

「
李
賀
詩　

将
進
酒
」の
よ
う
に
石
川
九
楊
が
受
苦
の
底

に
見
出
し
た
琥
珀
が
ゆ
れ
て
い
る
。（
砂
丘
館
館
長
）

受
苦
と
琥
珀

大
倉 

宏

石
川
九
楊 

講
演
会「
良
寛
の
書
を
語
る
」

二
〇
二
二
年
三
月
一
七
日（
木
）一
四
時―

一
五
時
半

会
　
場
　
　
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

  　

新
潟
市
中
央
区
西
堀
通
六-

八
六
六 

　
　
　
　
　

  

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
・
六
階

参
加
料
　  

一
五
〇
〇
円
　

定
　
員
　  

一
〇
〇
名

申
し
込
み
　
砂
丘
館

 

● 

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス　
０
２
５-

２
２
２-
２
６
７
６　

 

● 

メ
ー
ル　

yoyaku@
bz04.plala.or.jp

 

＊
フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー
ル
の
場
合
は
お
名
前
、人
数
、

 　

連
絡
先（
電
話
番
号
）を
併
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
付
開
始
　
二
月
九
日（
水
）

 

＊
参
加
の
際
は
マ
ス
ク
の
常
時
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 

当
日
は
検
温
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催　
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
新
潟
絵
屋

共
催　

新
潟
絵
屋
・
新
潟
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
特
定
共
同
企
業
体

　
　
　

 

（
砂
丘
館
指
定
管
理
者
）

石
川
九
楊
展 

二
月
一
六
日（
水
）―

二
七
日（
日
）

三
月
一
六
日（
水
）―

二
九
日（
火
）

一
一
時―

一
八
時（
各
最
終
日
は
一
七
時
ま
で
）

会
　
場
　
　
新
潟
絵
屋

　
　
　
　

  　
新
潟
市
中
央
区
上
大
川
前
通
一
〇-

一
八
六
四

主
催　
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
新
潟
絵
屋

石
川
九
楊（
い
し
か
わ
　
き
ゅ
う
よ
う
）

書
家
・
評
論
家
。京
都
精
華
大
学
教
授
・
同

文
字
文
明
研
究
所
所
長
を
経
て
現
在
、同

大
学
名
誉
教
授
。昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
、福
井
県
今
立
町
に
生
ま
れ
武
生
市

（
現
・
越
前
市
）で
育
つ
。京
都
大
学
法
学
部

に
入
学
。進
学
に
あ
た
り
、書
の
師
よ
り
九

頭
竜
川
に
ち
な
み「
九
楊
」の
名
を
与
え
ら

れ
る
。昭
和
四
二（
一
九
六
七
）年
、京
都
大

学
卒
業
後
、三
洋
化
成
株
式
会
社（
京
都

市
）入
社
。同
五
三（
一
九
七
八
）年
、十
一

年
間
の
会
社
員
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
書

家
と
し
て
独
立
。以
来
、作
品
制
作
と
執
筆

活
動
に
専
念
、い
ず
れ
の
分
野
で
も
最
前

線
の
世
界
大
の
表
現
と
論
考
を
続
け
、現

在
ま
で
書
作
品
一
〇
〇
〇
点
、著
作
一
〇

〇
冊
以
上
を
世
に
送
り
出
し
た
。主
な
展

覧
会
に「
書
だ
！
石
川
九
楊
展
」（
上
野
の

森
美
術
館　

二
〇
一
七
年
）「
石
川
九
楊

展
」（
古
川
美
術
館
・
為
三
郎
記
念
館　

二

〇
一
九
年
）「
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
可
能
性
」

（
東
京
都
現
代
美
術
館　

二
〇
二
〇
年
）

「
石
川
九
楊
の
世
界　

書
と
い
う
文
学
へ

の
旅
」（
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館　

二
〇

二
〇―

二
一
年
）な
ど

主
な
著
作

﹃
書
の
終
焉
﹄

一
九
九
〇
年　

同
朋
舎
出
版　

サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞

﹃
筆
蝕
の
構
造　
書
く
こ
と
の
現
象
学
﹄

一
九
九
二
年　

筑
摩
書
房

﹃
日
本
書
史
﹄

二
〇
〇
二
年　

名
古
屋
大
学
出
版
会　

毎
日
出
版
文
化
賞

﹃
近
代
書
史
﹄

二
〇
〇
九
年　

名
古
屋
大
学
出
版
会　

大
佛
次
郎
賞

﹃
石
川
九
楊
著
作
集
﹄全
十
二
巻

二
〇
一
六―

一
七
年　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

﹃
河
東
碧
梧
桐―

表
現
の
永
続
革
命
﹄

二
〇
一
九
年　

文
藝
春
秋

﹃
石
川
九
楊
自
伝
図
録
﹄

二
〇
一
九
年　

左
右
社

﹃
俳
句
の
臨
界―

碧
梧
桐
一
〇
九
句
選
﹄

二
〇
二
二
年
二
月　

左
右
社（
予
定
）

関
連
企
画

同
時
期
開
催

「李賀詩　将進酒　No.2」 1992年  23×230cm  墨、紙

「9・11事件以後Ⅱ」　
2004年　94×60cm　墨、紙

「9・11事件以後Ⅰ」　
2004年　94×60cm  墨、紙

「九月十一日晴―垂直線と水平線の物語Ⅰ（中）」　
2002年　95×60cm　墨、紙

「九月十一日晴―垂直線と水平線の物語Ⅰ（上）」　
2002年　95×60cm　墨、紙

砂
丘
館 

新
潟
市
中
央
区
西
大
畑
町
五
二
一
八-

一

 　
　
　

  

新
潟
駅
万
代
口
よ
り
、浜
浦
町
線
C
2
系
統 

又
は 

　
　
　
　

観
光
循
環
バ
ス「
西
大
畑
坂
上
」下
車
徒
歩
一
分

・
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。周
辺
の
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。

 

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
新
潟
市
西
堀
地
下
駐
車
場
を
ご
利
用
の
方
は
、駐
車
券

 

提
示
に
て
一
時
間
分
の
無
料
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

★

★

★

●

●

●

●

●

●

●

●

新大付属
特別支援学校

安吾 風の館

新潟市
美術館

ゆいぽーと

新潟絵屋

新潟
市民プラザ

旧齋藤家別邸

新潟小学校
中央警察署

旧齋藤家別邸

新潟小学校

カトリック新潟教会カトリック新潟教会

●中央警察署
●日銀

NEXT21

西堀通

東堀通

本町通

古町通

上大川前通

東中通

西大畑坂上

どっぺり坂
（階段）

西大畑

西堀地下駐車場入口

古町

古町

本町

広
小
路

柾
谷
小
路

柾
谷
小
路

▼萬代橋・新潟駅 ▼柳都大橋
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